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· 出席者は記録者が印を付ける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（印）する事。

＜連絡事項＞

・職員健康診、断胸部Ｘ―Ｐの職員入力期限は4/20本日までです。忘れず入力して下さい。

· 平京子様4/19、左足背部の腫脹圧痛のためアスモロール処方になっていましたがかぶれの為変更になりナパゲルン軟膏が処方されております。御家族様は埼玉の方で住まわれておりますが月一度は面会にいらっしゃると言われて居ましたが今回4/18に見えられ単独外出に記載されています。

· ウイズへのカンファレンスの格納場所が他方の日誌へ格納される為確認しながら回覧するようにして下さい。

· 伊藤雄一様　患者様自らタバコを吸い過ぎると言うことでカウンターに預かっています。朝、夕１本吸うということと残りは私物預かりケースに入っています。

· 松尾優様　　昨日4/19川端Drとお母様と患者様3人での面談が持たれ本日は面談なしで単独外泊に出かけられ無事着きましたと連絡が入っています。退院時の注意として自動車の運転は見合わせた方が良く、自転車では良いと許可が出ております。

＜受け持ち患者様ＮＣＰ評価・検討＞　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平　京子様～ケアプラン見直し

♯1  誤嚥をする可能性がある。

Ｐ―①レストランでは前の方に座って頂く。

②口の中に詰め込み過ぎない様にして頂く。

③菓子はホールで食べて頂く。

④薬は１錠ずつ服用して頂く。

他に洗濯は自分でできています。

お小遣いに月1万円ですが現在5千円渡されています。自室に篭もらない様にする為一日一度はスタッフが声かけし話掛ける。日常生活の行動はどこまで出来ているか足らないようであればスタッフと一緒に行動する。又積極性がないためプログラム等ではどんな様子であるか観察をする。もう少し慣れると自己管理も出来て来ると思われる。病棟のスタッフと馴れる様にコミュニケーションを図り何が出来て何が出来ないか観察をする。

何が患者様にとって一番必要なケアは何か見極め、プラン作成していく。

坂本　秀男様　　

毎月医事課よりお金が来ています。自分でお金の管理をされているが、

環境を変える事に抵抗があり、退院は考えていない。今の生活に困る事は無いと話されお金は、自分にとって必要なもの以外は購入しない。患者様に具体的に内容を話し掛けると逃げ腰になられてしまう状況である。患者様と話し合いの場を持ち一緒に今後どのようにしていきたいのか等、決め促し対応していく。

浅野秀子様　　　　

以前は尿意頻回なため日常生活に支障がみられていたが、現在では訴えきかれず、理容所や店にへも一人で出かけるようになった。プログラでは、トイレに一回行くと満足していると言う所が見られている。しかし、小遣い帳の記載も出来るが出来ないから傍に居てと話される事があり、依存する事がある。普段は穏やかですが気持ちが焦って来ると攻撃的になる事が見られる為、患者様の気持ちを理解し十分受け止め温かく接して行きましょう。

ケアとして　　

①積極的に外へ出掛ける。少しずつ距離えを伸ばす。

②出来る事はまず自分でやるよう促す。　

　③時々脱肛がありボラザＧ軟膏は自分で挿肛しています。

　④家族の面会が少ない為不満があると思われる。要所で話しをする。

　⑤悩みや訴え時は受容的に接する。

　　　　
















